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二
十
歳
の
門
出
を
祝
福

平
成

年
町
成
人
式
が
１
月

日
、
河
津
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２５

１３

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

３ 2

河
津
を
離
れ
て
２
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
現
在
私
は
、
東
京
で
大
学

生
と
し
て
勉
強
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
友
人
の
中
に
は
社
会
人
と
し

て
生
活
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の

中
で
あ
ら
た
め
て
、
河
津
の
自
然
、
そ

し
て
人
々
の
温
か
さ
の
中
で
育
っ
て
き

た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同

時
に
、
自
慢
で
き
る
河
津
の
良
い
と
こ

ろ
を
守
り
、
あ
と
に
続
く
後
輩
た
ち
が
、

河
津
で
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
長
引

く
不
況
や
就
職
難
、
さ
ら
に
は
激
し
い

変
動
が
続
く
国
内
外
の
政
治
情
勢
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
以
前

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
と
自
分
は

縁
遠
い
気
が
し
て
い
ま
し
た
が
、
成
人

と
な
っ
た
今
は
、し
っ
か
り
と
向
き
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
た
ち
の

責
任
は
ず
っ
と
大
き
な
も
の
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

新
成
人
一
同
は
、
今
ま
で
育
て
て
い

た
だ
い
た
両
親
、
家
族
、
先
生
、
地
域

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

ま
た
、
河
津
町
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
胸

に
、
自
分
の
道
を
友
人
た
ち
と
互
い
に

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
精
一
杯
歩
む
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。（
抜
粋
）

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
胸
に

謝
辞

新
成
人
代
表

渡
邊
武
彦

式
典
は
、
新
成
人

人
（
男

９３

５２

人
・
女

人
）
の
う
ち

人
が

４１

７４

出
席
し
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
さ
わ

や
か
な
笑
顔
が
会
場
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

式
典
前
は
、
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

と
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
よ
る

模
擬
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
相
馬
宏
行
町
長
は
、「
社
会
変

革
の
原
動
力
と
な
る
の
は
い
つ
も
若
々

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
急
激
に
変
化

す
る
社
会
の
な
か
で
、
世
界
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
く
よ
う
な
大
き
く
強
い
心
で

夢
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
、
新
成
人

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
板
垣
佐
恵
子

さ
ん
＝
湯
ヶ
野
＝
が
相
馬
町
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
取
り
、
渡
邊
武
彦
さ
ん
＝

大
鍋
＝
が
二
十
歳
の
決
意
と
と
も
に
謝

辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
中
学
時
代
の
思
い
出
の

曲
「
大
地
讃
頌
」
を
、
恩
師
・
松
村
守

人
先
生
の
指
揮
、
稲
葉
春
奈
さ
ん
＝
浜

＝
の
伴
奏
で
全
員
合
唱
し
ま
し
た
。

笑

顔

で

記

念

撮

影

す

る

新

成

人

恩師・松村守人先生の指揮で大地讃頌を合唱

謝
辞
を
読
み
上
げ
る
渡
邊
武
彦
さ
ん

記
念
品
を
受
け
取
る
板
垣
佐
恵
子
さ
ん

模
擬
投
票
を
す
る
新
成
人

平成２５年河津町成人式
Coming-of-age ceremony

平成２５年河津町成人式
Coming-of-ageceremony



真冬の白馬で友情はぐくむ
東小学校 白馬スキー交流

白馬南小児童にスキーの滑り方を教えてもらう東小児童（右）

４

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

５

谷津区の南禅寺で１２月２３日、区民らによ

る仏像の大そうじが行われました。南禅寺

の仏像群を展示・保管する「河津平安の仏

像展示館」が２月２０日にオープンするのを

前に、約５０人が集まりました。約１時間か

けて、はけを使って２４体の仏像のほこりを

一体一体丁寧に払い落としました。仏像の

管理・案内をする鶯生忠義さんは、「きれ
おうしょう

いになって仏像がすがすがしい顔をしてい

る。２月のオープンが楽しみ」と話しました。

仏像は、２月上旬に展示館に運ばれます。

仏像の顔晴れやかに
南禅寺 大そうじ

はけを使って仏像のほこりを払い落とす区民たち

避難場所の屋上を目指して階段を駆け上がる園児たち

さくら幼稚園で１月１８日、警察立ち会いによる地震

避難訓練が行われ、園児１２４人と職員１３人が参加しま

した。地震発生の合図で机の下に一時避難。その後、

南小学校の屋上に避難しました。訓練を見学した下田

警察署の酒井信吾主任は、「一言も話をせずに素早く

行動できました。本当の地震のときも、今日のように

しっかり避難してください」と園児たちに話しました。

警察立ち会いで屋上に避難
さくら幼稚園 地震避難訓練

東小学校５年生１７人は１月１７日、姉妹都市の長野県白

馬村を訪れ、白馬南小５年生２２人とスキーを通して交流

しました。スキーが初めてという児童も多く、白馬南

小児童の熱心な指導で、最後には一人で滑れるまで上

達しました。夏に河津、冬に白馬と互いに行き来して

いる両校。５月には、白馬から修学旅行で児童たちが河

津を訪れ、みかん狩りや磯遊びを楽しみます。

エプロンと三角巾をつけて親子で仲良く調理

教育委員会主催の親子料理教室が１月１４日、役場の

調理実習室で行われ、１１組２８人の親子が参加しました。

町健康づくり食生活推進協議会の皆さんを講師に、地

元の食材を使った「ひじき入りごはん」、「すいとん

汁」、「さつまいものサラダ」の３品を作りました。最

初はぎこちなかった子どもたちも徐々に慣れて、野菜

を切ったりサラダを盛り付けて調理を手伝いました。

地元の食材をおいしく調理
親子料理教室

軽やかな足取りで一斉にスタートする参加者たち

町元旦マラソンが１月１日、役場をスタート・ゴール

に開催され、子どもから大人まで２４０人が参加しまし

た。２・３・５㎞ の３コースで、参加者は、心地よい汗を流

しながら新春の町内を快走しました。ゴール後は全員

に完走証が配られ、おしる粉のサービスもありました。

５㎞コースを走った７８歳の参加者は、「毎年参加してい

ます。気持ちよく走れました」と話しました。

２４０人が新春の町内を快走
元旦マラソン

放水訓練を披露する団員

町消防団出初式が１月５日、河津中学校グラウンドで

開かれました。表彰、機械器具の点検、規律訓練など

を行い、引き続き、笹原地内を行進して南小学校横の

川原で放水訓練を披露しました。稲葉伸晃団長は訓示

で、「ひとたび災害が発生すれば、消防団の果たす役割

は大きい。町民の生命・財産を守るため、普段から磐

石の体制をとってほしい」と団員に呼びかけました。

町民の生命・財産を災害から守る
消防団出初式

募金が入った袋を後藤事務局長に手渡す鈴木会長（右）と山本委員長（左）

河津中学校の生徒会（鈴木丈太会長）と広報委員会

（山本春樹委員長）は１２月２７日、歳末たすけあい運動

で集めた募金１４万４,３５７円を町社会福祉協議会に寄付し

ました。募金活動は、１７、１８日に校内で生徒と保護者に

実施、２１日に有志７０人が、町内１４カ所で街頭募金を呼

びかけました。鈴木会長は「地域の人たちの善意を集

めることができました」と募金を手渡しました。

地域の人たちの善意を寄付
河津中学校 歳末たすけあい運動



６

一人前の技師になりたい
飯田 亜美さん
いいだ あみ

田中 元吉

２５歳 Ａ型 いて座

伊東市立市民病院 勤務２８１

フ シュレッ

【
取
材
】渡
邊
恵
美
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

天
城
の
み
ち
す
が
ら
第
二
話

連
載

歴
史
の
散
歩
道

豆
州
梨
本
宿
（

ず

し
ゅ
う

な
し

も
と

じ
ゅ
く

駅
）

二

え
き

文
・
稲
葉

修
三
郎

当
時
の
幕
府
の
要
人
は
、
す
べ

て
本
陣
「
大
屋
」
に
泊
ま
っ
た
。

「
大
屋
」
は
大
き
な
権
力
を
持
つ

豪
族
で
、
土
間
だ
け
で
も

坪
も

２４

あ
っ
た
と
言
う
。
安
政
元
年
、
下

田
条
約
締
結
の
た
め
下
田
に
派
遣

さ
れ
た
幕
府
の
応
接
員
、
林
大
学

守

は
、「
轎
中
雑
識
」（
当
時
の

あ
き
ら

き
ょ
う
ち
ゅ
う
ざ
っ

し
き

記
録
）
の
中
で
、「
此
住
居
は
建
る

年
月
を
知
ら
ず
、『
韮
山
江
川
邸
』よ

り
古
し
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の

建
物
は
、
残
念
な
が
ら
明
治
９
年

の
川
合
野
大
火
で
消
え
て
な
く
な
っ

た
。
老
中
松
平
定
信
も
、「
宇
下
の

う

げ

一
言
」（
日
記
）
の
中
で
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

松
平
定
信
の
一
行
の
な
か
に
、

測
量
兼
画
家
の
谷
文
晁
も
い
た
。

ぶ
ん
ち
ょ
う

文
晁
は
仕
事
の
余
暇
に
ス
ケ
ッ
チ

を
し
て
、「
公
余
探
勝
図
」
と
し

こ
う

よ

た
ん

し
ょ
う

ず

て
残
し
た
。
町
内
を
描
い
た
絵
も
、

見
高
港
や
初
景
滝
な
ど
５
・
６
枚

が
残
っ
て
い
る
。
原
画
は
、
上
野

の
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
い
た
亜
美
さ
ん
の
趣
味
は
、

楽
器
演
奏
で
す
。
中
学
か
ら
大

学
ま
で
吹
奏
楽
部
で
ホ
ル
ン
を

担
当
。
現
在
も
、
下
田
吹
奏
楽

団
に
所
属
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や

舞
台
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
卒
業
し
て
河
津
に
戻
っ

て
き
て
、
あ
ら
た
め
て
町
の
良

さ
や
人
の
温
か
さ
を
再
発
見
し

た
と
い
う
亜
美
さ
ん
。「
職
場
で

は
ま
だ
ま
だ
新
米
な
の
で
、
皆

さ
ん
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
す
。

早
く
一
人
前
に
仕
事
を
こ
な
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
、

力
強
く
目
標
を
語
り
ま
す
。

控
え
め
で
優
し
い
笑
顔
の
裏

に
、
亜
美
さ
ん
の
芯
の
強
さ
を

感
じ
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師
と
し
て
病
院
に

勤
務
し
て
２
年
に
な
る
飯
田
亜
美

さ
ん
。「
忙
し
い
け
れ
ど
、
毎
日

楽
し
い
で
す
」
と
、
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師
は
、
病
気
を
発

見
し
た
り
体
の
状
態
を
調
べ
る
た

め
に
、
採
血
や
エ
コ
ー
、
心
電

図
、
尿
な
ど
の
検
査
を
行
う
こ
と

が
主
な
仕
事
で
す
。
亜
美
さ
ん
が

こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
の
は

中
学
生
の
と
き
。
体
調
を
崩
し
て

エ
コ
ー
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ
ん
な
経
験
も

あ
り
、
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き

は
、「
不
安
な
気
持
ち
に
さ
せ
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
を
常
に

心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ

稲葉 修三郎 いなば しゅうざぶろう １９２６年生まれ ８６歳 川横 てっぽう

町の郷土史研究の第一人者 文芸かわづ編集長、静岡県ふるさと学士、賀茂地区生涯大学葵学園顧問、河津町ふるさと歴史研究会顧問、

かわづふるさと案内人会顧問。新聞・雑誌の執筆、テレビ・ラジオの出演など多忙を極める。

川
合
野
の
旧
道
入
口
に
今
も
残
る
、
旧
天
城
街

道
の
道
し
る
べ

建
立
安
政
元
年
・
嘉
永
７
年

（
１
８
５
４
年
）

右
三
島
道
、
左
下
田
道
と
書

い
て
あ
る

谷
文
晁
が
描
い
た
初
景
滝

７

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.１１８

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

双葉社葉室 麟螢草

中央公論新社渥美 饒児沈黙のレシピエント

新潮社塩野 七生想いの軌跡

世界文化社市瀬 悦子夜９時からのほっこりごはん

東邦出版山口 花犬から聞いた素敵な話

出版社著者名書 名（児童書）

福音館書店
俵 万智／短歌・文
Ｕ．Ｇ．サトー／絵

富士山うたごよみ

ＮＨＫ出版荒井 良二ねむりひめ

小峰書店
竹下 文子／作
こがしわ かおり／絵

ちいさなおはなしやさんの
おはなし

ＰＨＰ研究所
小原 麻由美／作
黒井 健／絵

じいちゃんの森

小学館
青山 剛昌／原作
阿部 ゆたか／まんが

名探偵コナン推理ファイル
農業と漁業の謎

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝休日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：２月２８日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２４年１０月生まれの赤ちゃん

図書館カレンダー ２月

土金木水火月日

21

9876543

16151413121110

23222120191817

2827262524

■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会

２月はお休みします

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

(毎週木曜日)

２月７・１４・２１日

１４時３０分～１５時幼児向け

(第２木曜日)

２月１４日

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分毎週木曜日

２月７・１４・２１日

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

子どもから大人まで楽しめるDVDがそろっています。貸し出し中の

ものは、予約することができます。新着DVDの貸し出しは、一家族、１

回１本までとさせていただきます。

新着DVDがそろいました

●１９１１／ジャッキー・チェン

●英国王のスピーチ

●ブッダ

●ものすごくうるさくてありえないほど近い

●借りぐらしのアリエッティ

●ぼくのはたらく建機

●こんちゅうスペシャル１００

【新着DVDの一部】

「日本絵本賞読者賞（山田養蜂場賞）」は、24冊の候補絵本の中から

読者の投票によって選ばれる賞です。３月下旬の「毎日新聞」、「学校図

書館速報版」紙上で発表されます。

文化の家図書館でも、みなさんの投票を受け付けます。あなたが一

番好きな絵本を１冊選んで、投票してください。

日本絵本賞読者賞に投票しよう

【候補絵本は、２４冊すべて文化の家図書館にそろっています】

「ことばあそびどうぶつえん」 「ゆでたまごひめ」 「おばけのおうちいりませんか？」

「ブッダ」、「英国王のスピーチ」
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●今月のテーマ

定番メニューに
ひと工夫

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。保健福祉課 緯３４－１９３７

健康レシピ③

保健のお知らせ

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日 時 ３月５日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付

日 時 ２月１８日(月)

１３時３０分～１５時３０分

３月４日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

■出張健康相談・健康講話

保健師が、自治会や地域のグループ

の会合に出向いて健康相談や講話を行

います。希望日の１カ月前までに保健

福祉課へ申し込んでください。

テーマ 血圧管理・メタボリックシン

ドローム対策・認知症の予防

など

ごぼうには、不足しがちな

食物繊維やカリウムが多く含

まれています。ピーマンに含

まれるカロテンやビタミンCは、

強い抗酸化力で免疫力と体を

整えます。熱に強いため、加

熱調理しても有効成分が失わ

れません。いろいろ工夫して

食べましょう。

【提供】町健康づくり食生活推進協議会

変わりきんぴら

■1人分栄養量
エネルギー５９ｋｃａｌ 塩分０.７g

材料（２人分）

ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１／４本（５０g）

ピーマン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小１個（２０g）

にんじん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１／６本（２５g）

れんこん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１／１０節（２０g）

赤唐辛子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１／３本

白ごま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１／２

作り方

①ごぼうは皮をむき、斜め薄切りにし、下ゆでする。ピーマンとにんじん

は千切りにする。れんこんはいちょう切りにし、酢水に入れてアク抜き

し、水で洗う。白ごまはいっておく。

②鍋にごま油を熱し、ごぼう、にんじん、れんこん、ピーマンを炒める。

だし汁、酒、みりん、砂糖を加えて中火で２～３分煮る。塩、しょうゆを

加えて煮汁がなくなるまで煮る。

③器にきんぴらを盛り、いったごまを振る。赤唐辛子は好みで使う。

だし汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄

酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１／２

みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１／２

砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１／２

塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１

高齢者肺炎球菌ワクチン接種の助成について

内 容区 分

６５歳以上の人、過去５年以内に肺炎球菌ワクチンの接種を受けてい

ない人（脾臓摘出者・公害認定者を除く）
対象者

接種費用のうち３,０００円を助成します。接種費用から３,０００円を差し

引いた金額を、医療機関へ支払ってください。
助成額

①印鑑・保険証を持参して、保健福祉課で手続きをしてください。

②医療機関に予約をして接種を受けてください。
接種方法

この予防接種は本人の希望で行う任意予防接種です。効果や副反

応について十分理解したうえで、接種の判断をしてください。
その他

今年度の「高齢者の肺炎球菌

ワクチン接種」の費用助成は、３

月３１日(日)までです。希望する

人は、保健福祉課で手続きをし

て接種を受けてください。

■助成額 ３，０００円

【問い合わせ】

保健福祉課 緯３４－１９３７

高齢者の肺炎球菌
ワクチン接種

いつものき
んぴらに

ピーマンを
プラス

ふれあいホールにて

も
う
す
ぐ
３
歳
だ
よ
！

テープカットとくす玉開披で開通を祝う

９

県
道
下
佐
ヶ
野
谷
津
線
田
中
バ

イ
パ
ス
が
部
分
開
通
し
、

月
１２

２２

日
、
開
通
式
と
「
か
わ
づ
い
で
ゆ

橋
」
の
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。開

通
区
間
は
、
上
峰
と
田
中
を

結
ぶ
８
３
２
m
。
幅
員

m
の
片

１６

側
１
車
線
で
、
自
転
車
や
歩
行
者

が
安
全
に
す
れ
違
え
る
３
・
５
m

の
歩
道
を
整
備
。河
津
川
を
渡
る「
か

わ
づ
い
で
ゆ
橋
」
も
新
た
に
整
備

し
ま
し
た
。

開
通
式
は
、
県
・
町
関
係
者
、

地
元
住
民
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
の
開
披
が
行

わ
れ
、
道
路
の
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。
式
典
後
は
、
下
峰
地
区
の
吉

田
德
さ
ん
、
重
好
さ
ん
、
恵
太
さ

の
ぼ
る

ん
３
世
代
夫
婦
に
よ
る
「
か
わ
づ

い
で
ゆ
橋
」
の
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
で
退
任
し
た
榎
本
良

治
教
育
長
の
退
任
式
が
１
月

日
、

１１

役
場
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
榎

本
教
育
長
は
、「
良
い
教
育
環
境
が

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
取
り
組

ん
で
き
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
多
く
の
人
と
知
り
合
え

た
こ
と
が
一
番
の
財
産
」
と
４
年

間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

１
月

日
に
は
、
横
山
宥
久
新

１５

教
育
長
の
就
任
式
が
行
わ
れ
、
横

山
教
育
長
は
、「
町
民
の
た
め
に
、

誠
心
誠
意
、
情
熱
を
持
っ
て
教
育

行
政
に
力
を
注
い
で
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

榎
本
良
治
教
育
長
が
退
任

新
教
育
長
は
横
山
宥
久
氏

ひ
ろ

ひ
さ

任
期
満
了
に
よ
り
新
教
育
長
就
任

new
s

news
and
info

new
s

開
通
式
で
３
世
代
が
渡
り
初
め

県
道
下
佐
ヶ
野
谷
津
線
田
中
バ
イ
パ
ス

new
s

広
報
か
わ
づ
が
優
秀
賞

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成

年
度
県
広
報
コ
ン
ク
ー

２４

ル
で
、
広
報
か
わ
づ
３
月
号
（
平

成

年
３
月
発
行
）
が
、
町
広
報

２４
紙
部
門
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
」の

テ
ー
マ
で
、
町
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
特
集
し
た
号
で
す
。チ
ェ
ッ

ク
項
目
や
デ
ー
タ
、
体
験
談
な
ど

を
も
と
に
、
高
齢
者
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
介
護
予

防
教
室
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

写真上 職員に見
送られて庁舎を後
にする榎本教育長
写真下 就任式で
職員を前にあいさ
つする横山教育長

開通後の安全を願い、３世代夫婦が渡り初め

広報かわづ３月号
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相 談ひとの動き

◆今月の納税◆
固定資産税４期 国民健康保険税１０期

後期高齢者医療保険料７期 ２月２８日（木）が納期です。

問 町民生活課 緯３４ー１９２８

暮らしの情報

お知らせ

町では、町民の皆さんに親しまれる

広報の紙面づくりを行うため、取材や

企画などに協力していただく民間広報

協力員を募集しています。

任 期 平成２５年４月～平成２７年３月

（２年間）

受 付 ３月１５日(金)まで

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

２５年度民間広報協力員

伊豆ならんだの里「河津平安の仏像展示館」２月２０日オープン 産業振興課 緯３４－１９４６

谷津南禅寺の仏像と歴史(５)

11の顔を持つ「十一面観音立像」
の上に１１の顔を持つ十一面観音は、超人的な力で人々の災いを取り除いてく

れる観音として崇拝されています。残念ながら本像は、その力を示す頭上の

１１面が欠落していますが、胸やひじなど全体に華やかな装飾が施されています。江

戸時代に全面的に修復されています。伊豆横道三十三観音の１７番札所の本尊です。
よこどう

頭

（１２月１日～３１日届出）

戸籍だより
身近なこと生活相談へ

日 時 ２月２０日(水)、３月１３日(水)

１０時～１５時

場 所 保健福祉センター

ボランティア団体室

問 社会福祉協議会 緯３４－１２８６

人権・行政・生活相談

日 時 ３月６日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

問 町民生活課 緯３４－１９３２

日本年金機構出張相談

日 時 ３月８日(金)

９時３０分～１１時３０分 １３時～１４時

場 所 下田市役所（要予約）

問 下田市役所 国保年金係

緯２２－３９２２

（１月１日現在）

(＋９)前月比人７,９４１人 口

人３,８３０（男）

人４,１１１（女）

（＋８）前月比世帯３,３２９世帯数

人口と世帯

お酒の悩みに酒害相談

日 時 ２月２８日(木)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 下田総合庁舎４階 第８会議室

対 象 本人、家族など誰でも

内 容 断酒会員による無料相談（精

神科医による無料相談も同時開催）

申 込 電話予約してください。

問 賀茂健康福祉センター 福祉事業

課 緯２４－２０５６

２月から「ゆずりあい駐車場事業」がスタート

不特定多数の人が利用する公共施設

や商業施設の駐車場には、車いすマーク

の駐車場が設けられています。しかし、

一般の人が利用してしまい、本当に必要

な人が利用できないという声が多く聞

かれます。そのため県では、車いす利用

者など歩行が困難な皆さんに「利用証」

を交付し、駐車時に利用証を掲げてもら

うことで、不適切な駐車を抑制する取り

組み「ゆずりあい駐車場事業」を始めま

した。

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

エイズ検査と肝炎検査

検査前日の１６時までに電話予約して

ください。検査は無料・匿名。

日 時 ２月２１日(木)

問診・採血 ９時～１２時（要予約）

結果通知

エイズ検査 １４時～１７時

肝炎検査 約１週間後

場 所 賀茂保健所１階 相談室

問 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

省エネにご協力ください

次の①～⑥に該当する人

①身体障害者手帳の、視覚障害（１～３級、４級の１）、聴覚ま

たは平衡機能障害（２～３級）、肢体不自由上肢（１～２級の

２）、肢体不自由下肢（１～４級）、体幹（１～３級）、内部障

害（１～３級）の人

②療育手帳Ａの人

③精神障害者保健福祉手帳１級の人

④介護保険の要介護状態区分「要介護２」以上の人

⑤特定疾患医療受給者、小児慢性特定疾患医療受給者

⑥妊娠７カ月から産後３カ月の妊産婦

利用できる人

対象者の状況に応じて、車いす常時利用者用（赤色）、その

他の歩行困難者用（緑色）の利用証が交付されます。

車両のルームミラーに利用証を掲げて駐車してください。

利用方法

保健福祉課の窓口に、上記①～⑥の状態にあることがわか

る手帳、介護保険証、受給者証、母子健康手帳などを持参

してください。

利用証の申請方法

ゆずりあい駐車場

の案内標示

その他の歩行困難者用（緑色）車いす常時利用者用（赤色）

県民が富士山について学び、考え、

想いを寄せ、富士山憲章の理念に基づ

き、富士山を後世に引き継ぐことを志

す日として、県は２月２３日を「富士山の

日」と定めました。

イベント・施設割引情報 県ホームペー

ジをご覧ください。

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

２月２３日は富士山の日放送大学４月生を募集

平成２５年度第１学期（４月入学）の学

生を募集します。放送大学は、テレビ

などの放送やインターネットで授業を

行う通信制の大学です。無料で資料を

郵送します。

出願期間 ２月２８日(木)まで

問 放送大学静岡学習センター

緯０５５－９８９－１２５３

勤労者総合美術展作品募集

募集作品 絵画（油絵・水彩画・版画・

日本画・水墨画など）、書、写真、手工

芸など

応募資格 県内の働く人なら誰でも出

品できます（指導的立場の人を除く）

応募期間 ２月２５日(月)～３月１５日(金)

応募方法など、詳しくはお問い合わせ

ください。

展示会場 グランシップ 展示ギャラ

リー（JR東静岡駅東側）

展示期間 ４月１０日(水)～１４日(日)

問 （一社）県労働者福祉協議会

緯０５４－２２１－６２４１

テクノカレッジで学ぼう

沼津テクノカレッジ（県立沼津技術

専門校）の平成２５年度生を募集します。

募集科定員 機械技術科２０人、情報技

術科２０人、電子技術科２０人

定員を満たした科の入校試験は実施さ

れないことがあります。

訓練期間 ２年間

出願期間 ２月１８日(月)～３月８日(金)

試験日 ３月１５日(金)

問 沼津テクノカレッジ

緯０５５－９２５－１０７１

犬・ねこ引き取ります

飼い主のいない犬・ねこの引き取り

日 時 ３月６日(水)１３時～１３時１５分

場 所 役場前駐車場

問 町民生活課 緯３４－１９３２

日 時 ２月２５日(月)１３時３０分～

１人２０分程度 団体不可

場 所 役場町長室

予約受付 ２月１８日(月)～２２日(金)

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

今月のふれあい町長室

静岡中央高校通信制のご案内

県立静岡中央高等学校通信制課程の

平成２５年度新入生を募集します。

受付日 ３月１８日(月)、２１日(木)、２４日

(日)、２７日(水)、２９日(金)２４日は一般生

のみ

募集定員 １,０００人

出願資格 中学卒業またはこれに準ず

る人、高校中退者および本校への転学

希望者

入学者選抜 書類審査

願書請求 直接学校へ出向くか、返信

用封筒（角１封筒に住所・氏名を明記し

３９０円切手を貼付）を同封して郵便請求

してください。

問 静岡中央高校東部キャンパス 願

書受付係（三島長陵高校内）三島市文

教町１-３-９３ 緯０５５－９２８－５７５７



町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育

指
導
委
員
）
と
し
て
、
日
々
精
力
的
に

活
動
し
て
い
る
半
田
則
正
さ
ん
。
半
田

さ
ん
が
体
育
指
導
委
員
（
当
時
）に
な
っ

た
の
は

歳
の
と
き
。
前
委
員
か
ら
、

２８

「
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
教
育
委
員

会
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
町
民
体
育
大
会
や

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
や
、
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会
や
実
技

研
修
な
ど
も
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
、

月
に

日
も
活
動
す
る
こ
と
が
あ
る
そ

１０

う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
半
田
さ
ん
に

と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
た
く

教室で指導する半田さん

さ
ん
の
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
ま
さ
に
天
職
。

今
で
は
そ
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、

老
若
男
女
、
誰
も
が
簡
単
・
気
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
」
の
同
好
会
を
立
ち
上
げ
て
指
導
し

て
い
ま
す
。

「『
お
も
し
ろ
か
っ
た
』、『
や
っ
て
よ

か
っ
た
』、
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
く

る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」。
と
半

田
さ
ん
。「
目
標
は
、
生
活
の
な
か
に

一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
ト
レ
ス
発

散
、
元
気
の
源
、
仲
間
づ
く
り
、
自
分

の
表
現
の
場
所
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
」。
半
田
さ
ん
の
活
躍
は
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

生
活
の
中
に
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を

先
月
号
か
ら
「
連
載
・
歴
史
の

散
歩
道
」
を
執
筆
す
る
稲
葉
修
三

郎
さ
ん
が
、
広
報
か
わ
づ
創
刊
時

か
ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
保
管

し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
第

１
号
の
発
行
は
昭
和

年

月
。

４２

１２

B
５
版
の
４
ペ
ー
ジ
で
写
真
よ
り

文
字
が
多
め
。
当
時
の
高
崎
元
吉

町
長
の
広
報
発
行
に
寄
せ
た
あ
い

さ
つ
や
、
火
災
予
防
、
飲
酒
運
転

追
放
、
成
人
式
な
ど
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
て
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
今
月
で供
４
８
６
僑。
毎
月

何
気
な
く
足
し
て
い
た
表
紙
の
数

字
に
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

（
と
）

スポーツ推進委員として13年

半田 則正さん
はんだ のりまさ
逆川 ４１歳
町スポーツ推進委員として、さまざま
なイベントで活躍。丁寧でわかりやす
い実技指導に定評がある。年齢に関係
なく楽しめるニュースポーツの指導に
力を注ぐ。河津おもと苑、作業療法士。

【
取
材
】
木
下
英
俊
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）
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１００年」は、１２月２日に開催された最終選考会において、優秀賞（長野県

教育委員会賞）を受賞しました。

白馬南小学校が大切にしてきた裏山スキー場、そして白馬村の１００年

のスキーの歴史に思いを馳せ、ここでスキーを初めて履いた当時の子

どもたちになりきり、その気持ちを想像しながら撮影した作品です。

長野県内の市町村が３０

秒の手作りCMを制作し、

ふるさと自慢をアピール

する「ふるさとCM大賞

NAGANO」。第１２回目とな

る今回は、長野県内から

９１作品が集まり、そのう

ち２５作品が一次審査を通

過しました。

白馬南小学校が制作し

た「裏山発 白馬スキー

姉妹都市長野県白馬村通信

「第12回ふるさとCM大賞NAGANO」
白馬村が優秀賞を受賞！

CMに出演した白馬南小の児童たち


